
-2000

-1500

-1000

-500

0

500

1000

1500

2000

-1 -0.5 0 0.5 1 1.5

水
平
荷
重
(k
N
)

層間変形角(%)

●研究背景

●研究目的

□軸力がせん断耐力に与える影響を明らかにし，終局
時のせん断耐力式の提案をする．

●研究概要

最近の大地震では，杭の損傷により多くの建物
が傾き、継続的な使用ができなくなる事例が確
認された．しかし、現在基礎構造の大地震に対
する検討は義務付けられていない。特に、SC杭
のせん断強度についてはデータが少なく、十分
に明らかになっていないのが現状である。鉄筋コ
ンクリート基礎構造部材の耐震設計指針でも，
SC杭についての項目はない．また，軸力に関わ
らずせん断耐力を決める基礎指針の式にしても，
無軸力下での実験結果を参考にしている．

●期待される成果・社会的貢献

図1 SC杭

表2に実験値と計算値の比較を示す．Qexpは実験で得られた最
大せん断力である．今回用いた4つの予想値より，少なくとも
1.72倍以上となり，真のせん断耐力はそれ以上であることが確
認できた．

図3 荷重変形関係

R=0.5%程度で鋼管危険断面位

置で曲げによる引張降伏（正
載荷時）および圧縮降伏（負
載荷時）が発生した。荷重変
形関係が非線形弾性からやや
塑性化した荷重まで加力した
ものの，せん断耐力には到達
しなかった．

載荷装置の限界に達し
たため，加力を中止し
た．

圧縮降伏

引張降伏

図2 載荷装置概要

SC杭とは，図1に示すように鋼管にコンクリートを充填した杭である．
遠心加工により，中空となっている．パラメータは，軸力比（η=0.093，
0.20，0.50）とした．

中空
鋼管

高強度コンク
リート

Qexp QCOPITA QAIJ Q1 Q2

SC1 1854 778(2.38) 707(2.62) 893(2.08) 1078(1.72)

． 
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𝐹𝑠･𝐴

𝛼
                                         2  

𝑄1 = 𝑄𝑠0 1 − 𝑛2                       (3) 

ここで， 

𝑄𝑠0 =
2𝑡 𝐷 − 𝑡 𝜎𝑐𝑦
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𝑄2 = 𝑄1 + 𝑄𝑠𝑢                            (4) 

●実験結果

表2 実験値と計算値の比較

使用したのは，右に示す①COPITA設

計マニュアルせん断耐力式，②建築基
礎構造設計指針せん断耐力式，③総プ
ロせん断耐力式，④③にPHC杭せん断
強度式（コンクリート寄与分Qsu）を
足して求めた式の4式である．

逆対称載荷

①

②

④

③

終局時のせん断設計を可能にすることで，
建物の安全性を向上させる．
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